
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

中
学
生
ま
で
拡
大
し
ま
す

　
●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
受
給
対
象
者
拡
大

　
●
医
療
費
助
成
の
給
付
方
式
が
一
部
変
更
に

未
就
学
児
と
妊
産
婦
の
医
療
費

給
付
方
式
が
現
物
給
付
に
移
行

　

公
売
を
行
っ
て
市
税
に
充
当
し
ま
す

各課からのHOT LINE各課からのHOT LINEＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内
線
１
０
７
３
ま
で
）

　第25回岩手山焼走りマラソン全国大会が開催
されます。
■日時　７月３日㈰、午前９時開会（受け付けは、
午前７時半から８時50分まで）、小雨決行
■会場　岩手山焼走り国際交流村（マラソンは、岩
手山パノラマラインを利用した折り返しコース）
■種別　▶一般（10㌔、５㌔）▶中学生３㌔▶ファ
ミリー２㌔
■申し込み方法　❶インターネット・スマートフォ

十和田八幡平国立公園八幡平地域指定60周年記念
第25回岩手山焼走りマラソン全国大会 参加者募集中

ン サ イ ト【 ス ポ ー ツ エ ン ト リ ー（ h t t p : / /
sportsentry.ne.jp）による申し込み】❷電話【0570-
550-846（平日午前10時から午後５時半まで）】❸
ファクス【0120-37-8434（ランニングマガジン「クリ
ール」掲載の申込書を利用）】❹郵便振替用紙  ※い
ずれの方法でも別途手数料が必要となります。
■申込期限　６月３日㈮　※当日消印有効
　詳しくは、市体育協会（☎76-4141）または市役
所商工観光課観光振興係（☎・内線1318）まで。

　
市
は
、子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

８
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
ま

す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も

■
助
成
内
容　
通
院
・
入
院
に
係
る
医

療
費（
保
険
適
用
分
で
食
事
負
担
金
を

除
く
）
が
助
成
対
象
と
な
り
、
所
得
制

限
や
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
事
業
の
認
定
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
卒
業
ま

で
は
自
己
負
担
が
無
く
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上

旬
に
か
け
て
、
市
か
ら
対
象
者
が
い
る

家
庭
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
市
役
所
市
民
課
、西
根・安
代
総
合

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
未
就
学
児
と
妊
産
婦
の
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
、
８
月
よ
り
償
還

払
い（
払
い
戻
し
）方
式
か
ら
現
物
給
付

方
式
へ
移
行
し
ま
す
。

　
移
行
後
は
、
助
成
額
分
が
医
療
機
関

窓
口
に
て
精
算
さ
れ
る
た
め
、
受
診
時

に
助
成
金
の
受
給
申
請
を
行
い
、
後
か

ら
還
付
を
受
け
る
と
い
っ
た
手
間
が
無

く
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　
未
就
学
児（
小
学
校
入
学

前
の
子
ど
も
）と
妊
産
婦

■
自
己
負
担
額　
▼
未
就
学
児
と
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
妊
産
婦
…
自
己
負
担

無
し

▼
課
税
世
帯
の
妊
産
婦
…
医
療
機
関
ご

と
に
通
院
月
1
５
０
０
円
、
入
院
月
5

千
円

■
受
給
方
法　
対
象
者
に
現
物
給
付
用

受
給
者
証
を
市
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
医

療
機
関
に
掛
か
る
際
に
受
給
者
証
を
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
税
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、

健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
の
重
要
な
財

源
で
す
。
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
は
、

福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
納
期

内
の
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。
市
民
の
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
期
限
ま
で
に
市
税

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
納
期
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
際
は
、
市
か

ら
督
促
状
の
発
送
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ

の
業
務
に
は
、
多
額
の
経
費
を
要
し
、
そ

の
経
費
も
市
税
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
市
税
な
ど
を
定
め
ら
れ
た
納
期
内
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を「
滞
納
」と

い
い
ま
す
。
滞
納
し
た
場
合
、
延
滞
金
が

掛
か
り
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
地
方
税
法
で『
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
』と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。28
年
中
は
、年
率
９
・
１
％（
納

期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
は
２・８
％
）で
、
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
め
る
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
ま
す
。
期
限
内
納
付
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
納
期
ま
で
に
市
税
な
ど
の
納
付
が
確
認

で
き
な
い
方
に
対
し
て
は
、
督
促
状
を
送

付
し
、
催
告
書
、
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
自

主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
再
三
の
催
告
に
も
応
じ
ず
、

納
付
相
談
の
連
絡
も
な
い
な
ど
、
納
税
に

誠
意
の
見
ら
れ
な
い
方
が
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
場
合
は
、
滞
納
し
て
い
る
人
の
資

産
や
収
入
の
調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
に
は
、
裁

判
所
の
許
可
な
し
に
差
し
押
さ
え
る
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
滞
納
者
本
人
が
不

在
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
後
も
納
付
い
た
だ
け
な

い
場
合
、
き
ち
ん
と
納
付
さ
れ
て
い
る
方

と
の
公
平
性
を
保
ち
、
大
切
な
市
税
を
確

保
す
る
た
め
に
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
な

ど
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

　
「
滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ
」は
、
上
の
表

１
の
と
お
り
で
す
。

　
公
売
と
は
、
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え

た
財
産
を
売
却
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
売

却
代
金
は
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
当

し
ま
す
。

　
市
が
27
年
度
に
実
施
し
た
公
売
は
、不
動
産

13
件
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
２
件
で
、
売

却
代
金
約
19
万
円
を
市
税
に
充
当
し
ま
し
た
。

　市税の納付には、納め忘れのない口座振替を
お勧めしています。口座振替を利用すると、指
定した口座から、各納期の末日に振替納付する
ことができます。
◆申し込み方法＝利用する金融機関・ゆうちょ
銀行（郵便局）の窓口に納入通知書・預貯金通
帳・通帳印を持参し、申し込んでください。
※　市内の金融機関には、口座振替依頼書を備

え付けています。市外の金融機関をご利用す
る場合は、税務課へお問い合わせください。

表1　　　滞納処分までの流れ
❶督促状送付＝納期限までに完納しない

場合、納期限後20日以内に発送
　　　　　　　　　⬇
❷滞納処分＝督促状の発行日から10日経

過しても完納しない場合は、財産の差
し押さえなどを行い、強制的に徴収で
きます。

※　滞納処分の対象となる主な財産＝給与・
賞与、預貯金、売掛金、生命保険、経営所
得安定対策交付金、動産（貴金属・自動車・
テレビ・美術品など）、不動産など

税
納
付
は
忘
れ
ず
期
限
内
に

　

市
税
は
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

　

期
限
内
納
付
を
怠
る
と
延
滞
金
発
生

　

公
平
を
保
つ
た
め
滞
納
処
分
を
実
施

　
病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦
し
い
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
期
限
内
に
納

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
な
ど

の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）は
、

本
庁
舎
の
み
午
後
５
時
15
分
か
ら
７
時
ま

で
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
税
務
課
で
は
、
各
種
証
明
書
の
発
行
や

市
税
な
ど
の
収
納
に
応
じ
ま
す
の
で
、
日

中
に
市
役
所
へ
来
ら
れ
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
収
納
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
８
～
１
１
３
０
）ま
で
。

納税には便利な口座振替のご利用を

各課からのHOT LINE

　

納
付
困
難
な
場
合
は
早
め
に
相
談
を
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市
は
、
農
業
に
係
る
経
営
所
得
安
定
対

策
交
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
米
・
麦
・
大
豆
等
の

需
要
に
応
じ
た
生
産
の
促
進
と
水
田
農
業

全
体
の
所
得
向
上
等
に
よ
り
農
業
経
営
の

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て

い
る
制
度
で
す
。

　

農
業
者
が
交
付
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
期
限
ま
で
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
申
請
期
限　
６
月
30
日
㈭

■
申
請
方
法　
作
付
作
目
ご
と
に
必
要
な

書
類（
左
表
の
と
お
り
）の
ほ
か
、
窓
口
に

備
え
付
け
の
申
請
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
場
所　
市
役
所
農
林
課

　
詳
し
く
は
、
農
林
課
農
業
振
興
支
援
セ

ン
タ
ー
係（
☎・
内
線
１
３
４
２)

ま
で
。

作物または取り組み 申請に必要な書類など

主食用米（うるち・
もち・酒米を含む）

・生産数量目標を超えない作付面
積とする必要がある

麦・大豆・そば ・売買契約書

飼
料
作
物

畜産農家へ供給 ・水田飼料作物利用供給協定書
・水田飼料作物利用計画明細書

自家利用 ・飼料作物自家利用計画書
・自家利用計画明細書

耕
畜
連
携

飼料作物と堆肥
の交換

・水田飼料作物利用協定書の構築
連携項目に記載が必要

飼料用米のわら
利用

・水田飼料作物利用協定書もしく
は自家利用計画書の構築連携項目
に記載が必要

水田放牧 ・自家利用計画書の構築連携項目
に記載が必要

新規需要米 ・新規需要米取組計画書

振込口座の通帳の内容に変更がある場合は、口座届出書が
必要です。

　

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
金
申
請

　

安
定
し
た
農
業
経
営
の
た
め
に
お
忘
れ
な
く

受
賞
フ
ァ
イ
ル

（
学
年
は
受
賞
当
時
の
も
の
）

音（
西
根
支
部
）

▽
一
般
男
子　
❸
遠
藤
諒
太
郎

（
西
根
支
部
）

▽
一
般
女
子　

❷
藤
原
彩
夢

（
西
根
支
部
）

◎
第
１0
回
全
国
小
学
生
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
大
会（
安
比
高
原
ス

キ
ー
場
、
３
月
24
、
25
日
）

【
大
回
転
】▽
小
学
６
年
生
男
子

　
❺
山
本
友
大（
田
山
小
）

▽
小
学
４
年
生
男
子　
❺
久
世

一
力（
柏
台
小
）

▽
小
学
６
年
生
女
子　
❻
遠
藤

麗
奈（
田
頭
小
学
校
）❾
山
口
莉

永（
松
野
小
）

◎
日
本
空
手
協
会
第
１5
回
弥
生

杯
争
奪
空
手
道
選
手
権
大
会

（
秋
田
県
・
美
郷
町
住
民
活
動

セ
ン
タ
ー
、
３
月
20
日
）

【
形
】◇
団
体
▽
中
学
生
・
一
般

　
❶
西
根
支
部
A（
遠
藤
諒
太

郎
・
伊
藤
海
斗・
藤
原
彩
夢
）

◇
個
人
▽
小
学
1
・
2
年
初
級

Ⅰ
部　
❸
谷
地
賜
乃（
西
根
支

部
）

▽
小
学
5
・
6
年
上
級
女
子　

❸
甲
斐
香
遥（
西
根
支
部
）

▽
中
学
生
上
級
女
子　
❸
松
村

茜
音（
西
根
支
部
）

▽
一
般
　
❶
伊
藤
海
斗（
西
根

支
部
）
❷
藤
原
彩
夢（
西
根
支

部
）❸
遠
藤
諒
太
郎（
西
根
支
部
）

【
組
手
】◇
個
人
▽
小
学
3
・
4

年
初
級
Ⅰ
部　

❸
柴
崎
光
祈

（
西
根
支
部
）

▽
小
学
3・
4
年
上
級
男
子　

❸
伊
藤
樹
斗（
西
根
支
部
）

▽
小
学
5・
6
年
上
級
男
子　

❸
三
浦
歩
輝（
西
根
支
部
）

▽
小
学
5・
6
年
上
級
女
子　

❸
甲
斐
香
遥（
西
根
支
部
）

▽
中
学
上
級
女
子　
❸
松
村
茜

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
●
内
の
数
字
は
順
位
、
学
年
な
ど
は
大
会
当
時
の
も
の
）

七時雨一里塚

七
時
雨カルデラライン

日帰り温泉
西根老人憩の家

一　　般（35km）
ビギナー（10km）

不動の滝

七時雨山
（1,063m）

田代山
（945m）

田代平高原

【スタート／ゴール】
七時雨山荘
大会本部・受付

■コース

登山者に配慮したレースを行います

七
時
雨
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ラ
ン
ナ
ー
へ
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

　
七
時
雨
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ
ル

フ
ェ
ス
の
第
４
回
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
レ
ー
ス
が
６
月
12
日
㈰
、七

時
雨
山
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
約
４
０
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
登
山
道
な
ど
を
走
り
ま
す
。

登
山
者
の
皆
さ
ん
に
は
、一
時
的
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、ラ
ン
ナ
ー
へ
の
皆
さ
ん
の
応
援

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
６
月
12
日
㈰
午
前
８
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
場
所　
七
時
雨
山
周
辺（
左
図

の
と
お
り
）

　
詳
し
く
は
、
七
時
雨
マ
ウ
ン
テ

ン
ト
レ
イ
ル
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

事
務
局（
☎
０
８
０
・
５
５
６
０
・

７
０
７
０
）ま
で
。

▽
小
学
５
年
生
女
子　
❹
工
藤

瑞
歩（
安
代
小
）❼
八
幡
優
那 

（
田
山
小
）❾
佐
々
木
萌（
安
代

小
）

▽
小
学
４
年
生
女
子　
❹
遠
藤

り
の（
田
頭
小
）

◎
全
国
高
校
選
抜
大
会（
高
知

県
・
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園

相
撲
場
、
３
月
20
日
）

【
相
撲
】▽
個
人
１
０
０
㌔
未
満

級　
❺
松
浦
裕
介（
平
舘
高
２

年
）

　春の農繁期を迎え、市内で野焼き（焼却処分）
に伴う火災通報件数が増加しています。
　農業を営むためにやむを得ない焼却行為（農業
者が行う稲わらなどの焼却）は法律上、例外行為
として認められていますが、まずは野焼きを行わ
ない処分方法（農業残渣の堆肥づくりなど）を検
討し、やむを得ず野焼きを行う場合は、次のこと
を守ってください。
◆野焼きの事前に消防署に届け出る（火災と紛ら
わしい発煙などの届け）。
◆周囲の住宅環境に配慮して行う。
◆風が強い日、空気が乾燥している日は行わない。
◆一人では行わず、必ず複数の人と協力して行う。
◆周囲に可燃物や燃えやすい物がある場所では
行わない。

◆一度に実施するの
ではなく、小規模で少
しずつ分けて行う。
◆延焼防止のため速
やかに消火できる水
バケツ、スコップなどの消火用具を準備する。
◆実施中、風が強くなった場合、風向きによっ
て周囲に影響がある場合は中止する。
◆火が消えるまで離れ
ない。
◆実施後は、火が消えた
ことを必ず確認して現
場を離れる。
　詳しくは、八幡平消防
署（☎76-2119）まで。

火災と隣り合わせの野焼き

実施の際は十分な事前準備と配慮を

◎
第
２３
回
公
募
日
本
習
字
展

◆
日
本
習
字
教
育
財
団
特
別
賞

▼
硬
筆・
ペ
ン
部
門　
佐
々
木

穂（
平
舘
小
２
年
）

◎
第
１２
回
岩
手
県
下
青
少
年
少

女
み
ん
よ
う
大
会（
矢
巾
町
文
化

会
館
田
園
ホ
ー
ル
、3
月
2６
日
）

◆
唄
の
部
門
小
学
校
低
学
年
の

部
優
勝　
日
戸
楓
乃（
平
笠
小

２
年
）

第15回弥生杯争奪空手道選手権大会
で活躍した日本空手協会西根支部部
員たち（３月20日）
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